
熊本市の水道は、大正13年(1924年)の給水開始以来、水道水源に100%地下水を使用していることが大き
な特徴です。
地下水は、取水井戸から汲み上げられ、滅菌した後、配水池に送られます。配水池から家庭までは、高台の配
水池から高低差を利用して水をお届けする自然流下式と、平地にある配水池から配水ポンプの力で水をお
届けするポンプ加圧式の二通りの配水方法があります。

おいしい熊本の水を、いつでも安心して飲んでいただくた
めに、熊本市の水道事業では地下水の保全や環境負荷の低
減にも努めながら、さまざまな仕事を行っています。
都市の水需要に応じた効率的かつ安定した水道水の供給
を行うため、コンピューターによる水道施設の集中制御を
行うとともに、精密機器を使った厳しい水質検査による水
道水の品質管理も徹底しています。
また、地震や停電時におけるライフラインとしての災害対
策はもとより、直結増圧式給水の導入促進なども行いなが
らお客様が常に衛生的な水の確保ができるように努めてい
ます。
そのほか、貴重な水資源を有効に使っていくための漏水防
止調査や、施設の維持管理など、その取り組みは多岐にわ
たっています。

※導入にあたっては、一定の条件があります。病院や戸数の多い共同住宅
　などでは導入できない場合があります。
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安全な水道水の供給に、水質検査は欠か

せません。

水質管理室では、おいしい熊本の水をい

つでも安心して飲んでいただくために、

水源から蛇口に至るまで定期的な検査

により水質管理を行っています。

水運用センターでは、コンピューター（情報

処理・遠方監視制御システム）を使用し、水道

施設の集中監視制御により水資源の有効利

用に努めています。水源地や配水池、さらに

市内各所に設置された路上局からの情報に

よりムダのないよう水圧をコントロールしな

がら円滑に水を送る指令を出しています。

現在のシステムは、適正水圧の維持、配水区

間の水融通などの水運用の効率化を図るた

め、平成27年4月に設置されたものです。

情報処理設備
監視制御系サーバ（デュアル）、アプリケーションサーバ、メンテナンスワークステー
ション、データメンテ操作ＰＣ、操作端末装置、情報表示用ＰＣ、ウィルスチェックＰ
Ｃ、プリンタ、ネットワーク機器、ＧＷ装置（広域イーサネット網）、ＧＷ装置（携帯
網）、液晶大型表示装置、表示端末装置

遠方監視制御設備
広域ネットワーク網系、携帯網系

その他の設備
地震計、業務用無線設備、簡易テレメータ装置

水運用センター関連設備

■検査項目
 ●水質基準項目 ……………… 51項目
 ●水質管理目標設定項目 ……26項目
 ●独自に定めた項目 …………14項目

■主要な水質検査機器
 ●色度・濁度測定装置
 ●全有機炭素計（TOC計）
 ●誘導結合プラズマ質量分析装置（ICP－MS）
 ●ガスクロマトグラフ質量分析装置（GC－MS）
 ●イオンクロマトグラフ （IC)
 ●高速液体クロマトグラフ （HPLC）
 ●高速液体クロマトグラフ質量分析装置（LC－MS/MS）

■定期水質検査
 ●原水（水源地）……………… 94箇所、年3回
 ●浄水（配水池等）……………31箇所、年4回
 ●給水栓水（蛇口）
　 水質基準等の検査 …………31箇所、月1回
　 残留塩素、色、濁りの検査… 58箇所、毎日

■その他の検査・調査等
 ●新設の施設、管路などの通水前の水質検査
 ●薬品（消毒用の次亜塩素酸ナトリウム）の検査
 ●各種調査、研究

　　　　　　　　　　（平成31年3月31日現在）

水質管理室は、優良な水質検査機関として認定を受けています。
（平成23年9月27日認定取得・令和元年9月27日認定更新）

1日の水の使われ方
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